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連
合
五
島
地
協
は
、
２
０
１
６

年
１
月
９
日
（
土
）
17
時
よ
り
２

０
１
６
年
度
新
年
旗
開
き
を
連
合

長
崎
本
多
副
会
長
、
県
平
和
セ
ン

タ
ー
加
世
田
事
務
局
次
長
、
全
労

済
友
知
執
行
役
員
、
山
田
県
議
会

議
員
、
草
野
市
議
会
議
員
、
長
嶺

労
金
支
店
長
、
地
協
役
員
、
各
単

組
役
員
33
名
が
参
加
し
、「
は
た

な
か
」
に
て
開
催
し
ま
し
た
。 

挨
拶
で
谷
川
隆
議
長
は
、「
昨
年

か
ら
の
政
治
の
動
き
と
し
て
、
安

倍
政
権
は
、
立
憲
主
義
や
民
主
主

義
の
基
本
に
対
し
て
き
わ
め
て
傲

慢
な
姿
勢
を
と
り
続
け
、
労
働
者

保
護
ル
ー
ル
の
改
悪
を
は
じ
め
平

和
を
脅
か
す
危
険
な
法
案
決
定
や
、

働
く
者
を
経
済
成
長
の
手
段
と
し

か
見
な
い
政
策
、
国
民
の
声
に
耳

を
貸
さ
な
い
政
策
を
す
す
め
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
政
治
に
対
す
る
社
会

的
な
対
抗
軸
を
組
織
内
外
に
広
く

訴
え
、
「
上
か
ら
目
線
」
の
政
治

か
ら
の
転
換
と
「
底
上
げ
・
底
支

え
」
「
格
差
是
正
」
を
実
現
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
春
季
生
活

闘
争
、
組
織
拡
大
、
政
策
・
制
度

実
現
の
活
動
、
そ
し
て
与
党
の
一

強
状
態
を
打
破
し
、
緊
張
感
の
あ

る
政
治
状
態
を
つ
く
る
た
め
の
取

り
組
み
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、「
働
く
こ
と
を
軸

と
す
る
安
心
社
会
」
の
実
現
に
む

け
た
連
合
運
動
の
浸
透
と
理
解
と

共
に
取
り
組
む
輪
を
広
げ
る
た
め
、

行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

連
合
五
島
地
協
に
集
う
多
く
の

仲
間
と
そ
の
家
族
の
幸
せ
の
た
め

に
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
志
も
新
た

に
労
働
運
動
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
お
誓
い
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。
と
も
に
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
。」
と
述
べ
た
。 

そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
、
連
合

長
崎
本
多
副
会
長
、
県
平
和
セ
ン

タ
ー
加
世
田
事
務
局
次
長
、
全
労

済
友
知
執
行
役
員
、
山
田
県
議
会

議
員
、
草
野
市
議
会
議
員
、
長
嶺

労
金
支
店
長
、
よ
り
挨
拶
を
頂
い

た
後
、
連
合
長
崎
本
多
副
会
長
の

乾
杯
の
音
頭
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

始
ま
り
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
谷
川
議
長
の
音
頭
で

連
合
五
島
地
協
・
各
単
組
の
発
展

と
参
議
院
選
挙
で
の
必
勝
を
祈
念

し
て
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
行

い
２
０
１
６
年
新
年
旗
開
き
を
終

了
し
ま
し
た
。 

 

 

    

１
月
23
日
（
土
）
長
崎
市
の
矢
太

樓
に
お
い
て
「
連
合
長
崎
２
０
１

６
春
季
生
活
闘
争
討
論
交
流
集
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
連
合
長
崎

の
森
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

連
合
本
部
総
合
労
働
局
の
須
田
孝

総
合
局
長
よ
り
「
２
０
１
６
春
季

季
生
活
闘
争
方
針
提
起
」・
連
合
本

部
労
働
法
制
対
策
局
の
黒
田
正
和

局
長
よ
り
「
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の
取

り
組
み
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
提

起
を
受
け
ま
し
た
。
引
き
続
き
連

合
長
崎
佐
竹
副
事
務
局
長
よ
り

「
連
合
長
崎
の
２
０
１
６
春
季
生

活
闘
争
の
取
り
組
み
と
２
０
１
６

年
地
域
ミ
ニ
マ
ム
運
動
」
に
つ
い

て
提
起
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
２
つ
の
分
散
会
に
分

か
れ
「
２
０
１
６
春
季
生
活
闘
争

方
針
」「
組
織
強
化
・
拡
大
」「
参

議
院
選
挙
」
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

 

最
後
に
鴨
川
連
合
長
崎
副
事
務

局
長
の
音
頭
で
「
２
０
１
６
春
季

生
活
闘
争
」「
参
議
院
選
挙
」
の
勝

利
に
む
け
て
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を

行
い
、
連
合
長
崎
２
０
１
６
春
季

生
活
闘
争
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

    

 

 

非
正
規
労
働
者
が
主
稼
得
者
の
世

帯
の
２
割
に
生
活
苦
で
食
事
回
数

を
減
ら
し
た
経
験
あ
り 

 

『
第
２
回
「
非
正
規
労
働
者
の
働
き

方
・
意
識
に
関
す
る
実
態
調
査
」
結
果 

 

こ
の
１
年
間
に
、
生
活
苦
の
た
め
に
行

っ
た
こ
と
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
全
体
の

１
割
超
（
11
・
６
％
）
が
「
食
事
の
回

数
を
減
ら
し
た
」
と
回
答
し
た
。 

 

「
食
事
の
回
数
を
減
ら
し
た
」
は
、

世
帯
年
収
２
０
０
万
円
未
満
で
25

・

５
％
、
男
性
40
代
で
21
・
１
％
、
主

稼
得
者
で
20
・
９
％
に
の
ぼ
る
。 

次
に
多
い
の
は
「
医
者
に
か
か
れ
な

か
っ
た
」
８
・
５
％
で
、
世
帯
年
収
２

０
０
万
円
未
満
で
17
・
９
％
に
の
ぼ
る
。 

（
連
合
総
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
） 
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